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ムの概念図は図１の通りである。本稿では、12の
生活行動のうち、「食べることと飲むこと・排泄
すること」にかかわる科目「人間と生活行動２」「生
活行動逸脱看護２」「生活行動看護演習２」（全て
１年次後期第３ターム）の授業の実際と今後の課
題について報告する。

Ⅰ．はじめに

　指定規則の改正を受け、カリキュラムの点検・
評価をもとに見直した新カリキュラム（井上，
2023）を2022年度よりスタートした。カリキュラ
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「食事や生活習慣に気を付けてと言われても…。看
護師さん、気を付けたことがいいことは具体的に
どのようなことですか」というようなAさんの訴え
を複数提示し、学生は調べたうえで、それをAさ
んがわかるように説明するというものである。この
ようにして、疾患の理解のみに留まることを避け、
疾患がもたらす生活への影響と看護について相手
の視点で考えるという本科目の目標に到達できる
ように展開した。

3．生活行動看護演習２
　事前に動画を視聴し、主に根拠を考えるワーク
シートに取り組んでいることを前提として、学生
がグループでディスカッションしながら事例に対
する援助を創出し、実践、改善していくように展
開した。このプロセスにおいては、iPadで撮影し
た個人およびグループの援助動画をクラス全体で
共有し、看護師と患者双方の視点からディスカッ
ションを取り入れた。そして事後においては、ディ
スカッション内容を踏まえて撮影した動画を見直
し、安全性・安楽性・自立性・自律性を踏まえた
援助であったかについてワークシートを用いて振
り返り、到達度を評価するように展開した。提示
する事例については、一部ではあるが、連続して
学修している「生活行動逸脱看護２」と同じもの
とし、例えば「生活行動逸脱看護２」で提示した
２型糖尿病と診断されたAさんが自己血糖測定を
できるように援助するというように繋がりを持た
せていくようにした。

Ⅱ．授業の概要

　「食べることと飲むこと・排泄すること」にか
かわる科目の授業概要は表１、学修内容の一部は
表２の通りである。

Ⅲ．授業の実際

1．人間と生活行動２
　学生が、自身の生活行動を具体的に想起しなが
ら生物学的要因（人体の構造・機能）を学修でき
るように、例えば「食べることと飲むこと」におい
ては、自分自身の「食べる」行動を具体的に想起
しながら、認知し咀嚼し味わうこと、嚥下するこ
と、消化することなどにかかわる人体の構造・機
能の学修を進めた。教授学修方法は反転授業（小林，
2018）とし、最低限学修が必要と考えた内容を抽
出した講義ノートを事前に提示しておき、授業で
は教員が全てを説明するのではなく学生の予習内
容を引き出しながら、それを補うように展開した。
また、学修内容をグループでディスカッションし、
その内容についてロイロノートを用いてクラス全
体で共有、ディスカッションするようにして、これ
らを通して学生がインプットしてきた知識をアウト
プットする機会を増やすように展開した。

2．生活行動逸脱看護２
　基本的な学修方法は「人間と生活行動２」と同
じであるが、本科目においては、事前に事例を提
示し、調べたことを看護師として相手に説明でき
るように学修するという課題を加えた。例えば、
糖尿病の学修では２型糖尿病と診断されたAさん
の事例を挙げ、単に糖尿病の特徴的な症状を調べ
るという課題を提示するのではなく、「看護師さん、
私はとても喉が渇きます。水分もたくさん摂るよう
になりました。尿量も増えているし体重も減った
かな…。最近、身体もだるいです。どのようなメ
カニズムで、なぜこれらのことが起こるのですか」
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Ⅳ．３つの科目を終えた学生の感想

　表３は、３つの科目を終えたあとの学生の感想
の一部である。「人間・健康・環境・看護の理解」

「学修の視点の獲得」「学修方法（アクティブラー
ニング・反転授業）に伴う実感」「学ぶことに対
する面白さの実感」「看護師になることへの意欲・
心がまえの形成」の内容が抽出できた。
　新カリキュラムになり７か月が経過した段階で
はあるが、学生の感想から、普段、特に意識する
ことなく当たり前のように行っている生活行動は
身体の働きによってなされていること、その身体
の働きが逸脱した状態（疾患）になった場合、生
活行動にどのような影響が生じるのかを理解する
こと、そして、あらゆるライフスパン、あらゆる
健康状態にあるひとの生活行動を整えるケアを行

うことが看護であることを修得しつつあることが
推察される。生命と生活をつなぐ看護を連動して
学修するために、３つの科目を週に３日間連続し
て展開する時間割構成も効果はあると考える。
　また、学生は看護学を学ぶことに対する面白さ
を感じ、興味・関心を高め、看護師になることへ
の意欲・心がまえを形成している過程にあること
が伺いしれる。個々の事前学習内容や感じ考えた
ことについて仲間とディスカッションし、共に調
べ合ったり教え合ったりするアクティブラーニン
グ（小林，2018）、予習していることを前提とし
て授業に参加し知識の定着を促す反転授業（小林，
2018）を通して、新たな視点を獲得し、一つ一つ
の知識を結びつけ、これらが学生の知的好奇心を
揺さぶり、面白さや難しさから看護師になること
への意欲に繋がっているものと考える。

表１．「食べることと飲むこと・排泄すること」にかかわる科目の概要
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表２．「食べることと飲むこと」にかかわる学修内容（一部）



新カリキュラム　生活行動２「食べることと飲むこと」の授業展開と今後の課題

─ 69 ─

表３．３科目を終えた学生の感想



鰺坂　由紀

─ 70 ─

Ⅴ．今後に向けて

　生活行動２「食べることと飲むこと・排泄する
こと」は、１年次第３ターム（10月）であり、看
護学を学ぶことを目指して入学後まだ間もない１
年次学生が対象である。だからこそ、特に、学生
自らが疑問を感じ、学生同士で疑問を解決し、学
生の興味・関心をさらに喚起できる躍動的な教育
方法を工夫したいと考える。そして、探求力が身
につき、難しさや苦しさのなかにも探求していく
ことの楽しさを感じられるような事前・事後課題
および事例内容の洗練、提示の仕方、授業の組み
立てを工夫していきたいと考える。本稿では学生
の主観的な評価にとどまっているが、学生の学び
から教授学習方法を評価して、最低限修得しなけ
ればならない知識や技術であるミニマムエッセン
シャルズは何か、どのように課題・授業に組み込
むのかの教材研究を継続することが課題である。
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